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３月号
令和７年３月１８日発行

  ７日（月） 新任式・始業式・入学式　    　８～１１日 １年生仲良し下校 
１０・１１日 標準学力検査ＮＲＴ　　　　　１５・１６日 学級ＰＴＡ（上学年・下学年） 
１７日（木） 全国学力・学習状況調査(６年)２１日（月） ＰＴＡ専門部会 
２３日～　　 保護者との教育相談（全員）　２３日（水） 体力・運動能力調査（５年） 
２４日（木） ＰＴＡ新旧評議員会　　　　　※　身体計測、視力検査等の保健関係行事は随時

「憧れ（あこがれ）」　 　 　 　  

     　 　       　 　                   　 　 　 校長　 新田　 賢一  　 

 

　 小中高生の男女を対象に、ある保険会社が「憧れの人」の調査を行いました。首位は、米大
リーグの大谷選手だったそうです。２位が「お父さん」、３位が「お母さん」。父母が上位にある
ことはとてもうれしいことですが、その上に大谷選手がランクインしていることが、今の人気ぶり
を反映していると感じました。（ちなみに第４位は人気ユーチューバーの「HIKAKINさん」とな
っており、昔はランキングされることのなかった職業であることも興味深く感じました。） 
 

　 ところで、３月１２日は、川内中央中学校の卒業式に出席しました。厳かな中に中学生らしい
思いや決意を感じさせるすばらしい卒業式でした。 
　 答辞を述べた卒業生は、情感豊かにこれまでの３年間の思いを伝えました。また、在校生代
表として登壇した２年生の送辞も凜としたものでした。いずれも、平佐西小を卒業した先輩で
あり、その姿を誇らしく思いました。 
　 その２年生の送辞の中に「３年生は私たちの憧れの先輩でした」という一文がありました。
先輩方の姿に憧れ、その先輩方に追いつこうとがんばった様子が伝わってきました。 
 

　 「憧れ」は、人を動かすエネルギーです。「あの人のようになりたい」「あの人に近づきたい」
と目標を定め、それに向かって努力することは大切なことです。教員も含めた身近にいる我々
大人の役割は大きいと感じます。 
 

　 さて、６年生は、いよいよ卒業の時を迎えます。卒業式予行に懸命に取り組む姿は、一緒に
参加した５年生の手本となっていました。６年生が予行練習の際に、体育館の校歌の書いてあ
る額を見ずに歌う様子から、一生懸命がんばった６年間であったことを垣間見ました。 
　 １年生から５年生の子供たちにもそれぞれの成長を感じます。先輩が築き上げてきた伝統を
受け継ぎ、新しい学年でもがんばってほしいと思います。 
 

　 最後になりますが、本校の学校教育に御理解・御協力をいただきました 

保護者及び地域、関係機関等の方々に厚くお礼を申し上げます。 
　 一年間、本当にありがとうございました。



 　                                      
  鹿県（％）  本校（％） 　差
　  国　語 　 ６4．6 ６６．４ ＋１．８

　 １月２１日（火）・２２日（水）の２日間で、  社　会 　 ６１．８ ６４．４ ＋２．６
「鹿児島学力・学習状況度調査」を実施しました。  算　数 　 ６５．６ ６６．４ ＋０．８
　この調査は、小学校５年までに身に付けるべき  理　科 　 ６５．０ ７３．１ ＋８．１
学力がどの程度定着しているかを把握する目的で毎年実施しています。鹿児島学習定着度調査の名
称から本年度変更され、子供たちはタブレットを使用して回答することになりました。 
　結果は、上の表にあるように、４教科全てで県平均の正答率を上回りました。学力が定着してい
る結果をうれしく思います。課題としては長い教材文の読解、わり算や、小数・分数計算の徹底、
思考力を問う問題への対応等です。今後も学力の定着に向けて、職員一同努力していきます。 

 
 

 ２月６日(木）と２０（木）に、５年生は 
県立博物館、かごしま環境未来館、ＮＨＫ 
鹿児島放送局の３か所を見学しました。 

　環境未来館では、見学や体験活動から多くの学びを得ることができ、みんなで環境問題等につい
て真剣に考える時間になりました。博物館では、本物の標本や剥製の見学をしたり、３Ｄメガネを
掛けて、目の前に現れた大きな昆虫に大歓声をあげたりする子供たちの姿が見られました。また、
ＮＨＫのスタジオでは、アナウンサーになりきって原稿を読んだり、合成映像(天気予報番組）に映

ったりとたくさんの貴重な体験ができた1日でした。

  　
   

　２月１８日（火）に、入学説明会が開催されました。   ３月７日（金）は全学年が校庭に集合し、「６年生を

入学を前にした説明や学校のきまり、特別支援教育 送る会」を実施しました。趣向を凝らした各学年から

等に関して、本校の様子を交えて説明しました。 の出し物で、充実した集会活動になりました。 

　 また，先月の降雪のためにできなかった体験入学  
を3月８日（土）に改めて実施することができました。  

  

  

  

  

  
  

   

  
　   
 　 
 　【第12回地区よむのびコンクール】 

  　（市教育委員会賞） ５年　相良　琴音 
  　（南日本新聞社賞） ５年　竹下　京花 
  　（販売所長賞）　　 ５年　瀬口　優月 
　 川内更生保護女性会から、４年生   【体力アップ！チャレンジかごしま】　　 
の十歳の祝いとしてふくろうの記念品 　 （第１位） 平佐西小学校　５年１組 
をいただきました。※ 南日本新聞掲載 　 　10人でチャレンジ・記録２０．９回 
　 配布されたふくろう（福来るふくろう）   【第21回全日本年賀状大賞コンクール】　 
からのメッセージを、子供たちは興味     (奨励賞）　６年　竹原　葵 
深く見ていました。   【第16回GSユアサ小学生ECO絵画コンクール】 

   （銅賞） 　 ５年　長野　祐稟　

 
 
 

　６年生を送る会は、「アイアイ（童謡）替歌：お礼の言葉（１年生）」、「九九チャレンジチーム対決（２年生）」

「一緒にじゃんけん列車（３年生）」、「６年生とクイズ（４年生）」、「綱引対決（５年生）」と楽しい出し物が続き

ました（中段の写真参照）。協働の様子や感謝の言葉が平佐西小の校庭に広がりました。「絆」は糸編に半、

糸より細くて見えにくいかもしれませんが切れないものだと感じます。来年度も、「心の居場所があ～る・

絆をつく～る」平佐西小を目指します。６年生の皆さん、御卒業おめでとうございます。

【テレビの合成技術に驚く子供たち】【環境問題の写真を見入る子供たち】

【入学説明会の様子】
【体験入学：じゃんけんゲーム】

【体験入学：幼小ペア・クイズ体験＆折り紙（チューリップ）】

【様々な活動で交流する子供たち】

本年度も、ＰＴＡから卒業生へ「賞状ファイル・記念品（ネーム入りペン）」が贈られます。ありがとうございます。


